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【 は じ め に 】 平 成 21 年 度 よ り 福 島 県 で は 、 子

宮 頸 部 細 胞 診 報 告 様 式 を ベ セ ス ダ シ ス テ ム

2001 （ TBS ） に 準 拠 す る も の に 変 更 し た 。 従

来 の 報 告 様 式 と の 大 き な 相 違 点 は 、 採 取 検 体

に 対 し 、 適 正 - 不 適 正 の 評 価 が 加 え ら れ る こ

と に な っ た 点 に あ る 。 こ れ に よ り 、 検 診 の 結

果 、 再 検 査 を 要 求 さ れ る 受 診 者 が 増 加 し た と

さ れ て い る 。 検 体 不 適 正 に よ る 再 検 査 は 、 受



診 者 、 検 診 実 施 者 双 方 に と っ て 大 き な 負 担 と

な る た め 、 検 体 不 適 正 を 少 し で も 減 ら す こ と

は 重 要 な 課 題 で あ る 。 今 回 、 福 島 県 に お け る

検 診 実 施 者 の 不 適 正 検 体 に つ い て 、 そ の 年 次

推 移 と 不 適 正 内 容 を 検 討 し 、 再 検 査 の 減 少 を

は か る こ と を 目 的 と し て 、 今 後 の 検 診 方 法 の

留 意 点 に つ い て 考 え て み た 。  

【 対 象 と 方 法 】 TBS を 適 用 し た 平 成 21 年 度 か

ら 23 年 度 ま で の 子 宮 頸 が ん 検 診 受 診 者 、 の べ

239,495 名 、 平 成 21 年 度 :81,544 名 、 平 成 22 年

度 :84,993 名 、 平 成 23 年 度 :72,958 名 を 対 象 と し

た 。 集 団 お よ び 施 設 検 診 別 に 年 度 毎 の 不 適 正

検 体 率 に つ い て 検 討 を 加 え た 。 ま た 年 齢 や 不

適 正 理 由 の 年 度 別 変 化 に つ い て も 検 討 し た 。  

【 結 果 】 不 適 正 検 体 は 21 年 度 が 5,063 件

（ 6.21 ％ ） 、 22 年 度 が 2,695 件 （ 3.17 ％ ） 、 23

年 度 が 2,482 件 （ 3.40 ％ ） で あ り 、 平 成 21 年 度

か ら 平 成 22 年 度 に か け て 著 明 な 減 少 を 認 め

た 。 こ の 傾 向 は 特 に 施 設 検 診 に お い て 、 21 年

度 は 6.87% 、 22 年 度 は 3.33% と 顕 著 で あ っ た 。  



年 齢 別 に み る と 、 不 適 正 検 体 率 は い ず れ の 年

度 で も 50 歳 代 以 上 に お い て 高 率 に 認 め ら れ

た 。 不 適 正 検 体 が 発 生 し た 場 合 は 、 そ の つ ど

検 体 採 取 指 導 を 行 っ て い る が 、 施 設 検 診 で

は 、 指 導 が 開 始 さ れ た 平 成 21 年 度 か ら 平 成 22

年 度 に か け 著 明 に 減 少 が 見 ら れ た 。 し か し 、

平 成 23 年 度 の 施 設 検 診 に お い て は 、 年 齢 層 に

よ る 不 適 正 検 体 の 発 生 率 に ほ と ん ど 差 が な か

っ た 。 い ず れ の 年 度 に お い て も 不 適 正 検 体 の

最 た る 原 因 は 、 細 胞 採 取 量 不 足 に あ っ た 。  

【 考 察 】 TBS が 導 入 さ れ た 平 成 21 年 度 だ け に

不 適 正 検 体 の 著 明 な 増 加 を 認 め た が 、 指 導 を

挟 ん だ 平 成 22 年 度 以 降 の 不 適 正 検 体 出 現 率 は

著 明 に 低 下 し て お り 、 特 に 施 設 検 診 に お い て

こ の 傾 向 は 強 く 認 め ら れ た 。 細 胞 採 取 に あ た

っ て は 、 そ れ ぞ れ の 年 齢 層 を 考 慮 に 入 れ て 採

取 す る こ と が 、 再 検 査 減 少 に つ な が る も の と

思 わ れ た 。  


